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実践記録編 

「まだ、実践記録を書き始められない方へ」 

 

メモを取ってみませんか 

研修会の講演内容を、これまでより、もう少し細かくメモを取って

みませんか。 

日常の業務の中で「これは」と思ったことを、忘れないように 

メモを取ってみませんか。 

メモ帳は何でもいいと思いますが、大学ノートも結構いいですよ。

まずは一週間続けてみましょう。 

 

復習は 2時間がいいという提案 

ノーベル医学・生理学賞の受賞者 京都大学教授の 

山中伸弥さんが、 

「一番効果のある復習の時間は学んでから 2 時間」 と、  

提案されていました。なかなか難しいですが、意識してみたら 

いいかもしれませんね。 

 

同僚や支部の友などでＪＰＡＬＳを作るという提案 

仲間が集まれば、お互いに知恵と秘訣が行き交います。 

自分のとっておきの「ファイル」ができます。 

あなたの「大辞典」ができます。 

きっと、毎日開いて見たくなりますよ。 

 

JPALS のログインページで、JPALS-ID とパスワードを入れて、 

システムに入りましょう。 



 
 

 

 
 

「計画」も「プレチェック」も

あとにして、 

最初に「実践記録」をクリ

ックしましょう。 

「実践を記録する」をクリ

ックしましょう。 



 

 

    
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

STEP1 「実践記録を行う」 （１） 

あなたのメモの内容を

「実践記録」の欄に入力

していきましょう。 

メモ書きのままで、どんど

ん入力していいのです。 

そのうち、もう少し詳しく

書きたくなってきます。 



 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

STEP1 「実践記録を行う」 （２）     

今回の学習について計画

を立ててあった場合は、

その計画と紐づけて記録

することができます。 

JPALS 研修会コードがあ

る場合は、「利用する」を

選択します。 

コードを入力し、「自動出

力」をクリックすると、研修

会の場所や主催者等の

データが自動的に入力さ

れます。（コードを利用せ

ず、一つずつ入力しても

結構です。） 



 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

STEP1 「実践記録を行う」 （３）    

ここで文字数の

確認ができます。 

自分の学習ノートです。 

学んだ事、理解できたこと、理解で

きなかったこと、思いつくまま自由

に記入しましょう。 

【記入のヒント】 

 ・内容のまとめ 

 ・演者の意見に「賛成」｢反対｣「納得」の

内容。 

 ・「反対」の場合、その根拠や理由。 

 ・自分の意見や発想も。 

 ・疑問点や不明な語句。 

 ・学習中に他の文献で調べたこと。 

 ・スモールグループディスカッションで話

し合った内容や私見、共感。 

実践活用ができそうな例、できた

例があれば、学習したことを照らし

合わせ、活用の場面を予想して記

入してみましょう。 

【記入のヒント】 

研修会後しばらくたって、実際に学習の効

果があった場合は、その研修会のポートフ

ォリオを編集して追加記録を行います。 

目標達成できなかったこと、 

今後、学習が必要なことがあれば

記入しておきましょう。 

記入が終わったら STEP2 へ。 

STEP2 へ進むことで、STEP1 で入力した内容は自動

保存されます。 

（※必須項目への入力を忘れないようにしましょう。） 



 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

STEP2 「PS 登録を行う」 （１） 

キーワードとは？： 

今回の学習内容に関わる言葉、例えば「糖

尿病」「骨粗鬆症」などの文字を入力する

と、その文字に合致する PS を検索すること

ができます。使わなくても結構です。 

今回の学習内容に該当するPSを絞

り込むことができます。 

・領域（１～５、全て） 

・学習（学習した・していない、全て） 

・ＣＬレベル（１～５、全て） 

・キーワード 

で絞り込み、検索ボタンを押します。 

画面下に、絞り込んだ PS が表示さ

れます。（次ページ参照） 



 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

STEP2 「PS 登録を行う」 （２） 

自分用に保存 提出画面へ 

今回の学習に該当する

PS があれば、チェックし

ます。 

該当する PS がなけれ

ば、何もせず、STEP3

（日本薬剤師会への提

出画面）へ進みます。 

日本薬剤師会に提出しない場合

は、「保存して終了」ボタンを押すと、

「実践詳細」という画面（右図）が表

示されます。この時にはすでに 

「（自分用）」に保存されています。 

更に編集する場合は「編集する」ボ

タン、削除したい場合は「削除」ボタ

ン、実践記録の一覧に戻る場合は

「戻る」ボタンを押します。 



 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

STEP3 「確認・日薬へ提出」 

今回の実践記録の内容

でよければ、「日本薬剤

師会に提出する」にチェッ

クを入れます。 

 

チェックを入れると、

「STEP1 に戻る」ボタンか

ら、「日本薬剤師会に提

出する」ボタンに変わるの

で、提出する場合は押

し、下記メッセージが出た

ら、「OK」を押します。 

文字カウンターの文字数、

内容を確認します。 

領域やレベルで絞り込み、

STEP2 の「PS 登録」でチェック

した PSを確認することができま

す。 



 

 

 

 

 

STEP4 「実践記録完了」 

日本薬剤師会に提出する

と、上記の画面になります。 

「実践登録一覧へ」ボタンを

押すと、実践記録の最初の

ページに戻ります。 

 

タイトル欄には、STEP1で入

力した課題名やテーマなど

が表示されます。 

 

STEP2で「保存して終了」にし

た実践記録は、タイトルの欄

に「（自分用）」と表示されま

す。 

STEP3まで進み、日本薬剤師

会に提出した実践記録は、

提出年月日の欄に提出した

年月日が表示されます。  

 （自分用）に保存されている実践記録のタイトルをクリックして開き、「編集」ボタ

ンを押せば、追記、修正をした後、STEP3 に進んで提出することができます。 

 すでに提出した実践記録も呼び出せば、追記、修正後、STEP3 に進むことで

上書き（自動）ができます。このように再編集の場合は、「日本薬剤師会に提出

する」ボタンは表示されません。 


